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中水槽更新履歴
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中水槽断面



国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 4

中水槽平面
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水槽主要目

長さ
[m]

幅
[m]

高さ（G.L.よ
り) [m]

深さ
[m]

標準水位
[m]

水槽 140.0 7.5 1.3 3.9 3.5

トリミン
グタンク

10.0 1.6 1.7
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曳引車主要目

長さ [m] 8.6

幅 [m] 8.8

曳引車速度 [m/s] 0.100～5.999

駆動電動機（更新前） DC100V/30kW

駆動電動機（更新後） AC400V/37kW

台数 [台] 4

質量（建造時） [Ton] 23.6

質量（更新前） [Ton] 23.1
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大水槽と操作性、機器類の互換性を高める

直流電動機から交流同期電動機へ変更

マトリクスコンバータ方式を採用

強制制動システムの変更

速度検出方法の変更

最初から自動計測を考慮した設計

安全性の確保

改修の特徴
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マトリクスコンバータ

安川電機カタログより
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特徴１；高調波の抑制

安川電機カタログより
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特徴２；コンパクト

安川電機カタログより
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曳引車上の配置

ほぼ全て
交換



国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 12

曳引車上の配置
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曳引車質量

1.工事前に曳引車の質量計測
し、建造時と比較

2.制御盤など撤去した状態で
の計測

曳引車の四隅にロードセルを設置
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曳引車質量
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曳引車

括弧内の数値は工事

前計測を示す。隣の
数値は建造時との差
を示す。

大括弧内の数値は制
御盤などが無い状態
を示す。
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大水槽と同様の強制制動システム

自動制動用ストライカー盤の個数、設置位置の見直し

走行レール南北に強制制動用リミットスイッチを設置

陸上に非常停止ボタンの設置

非常停止、強制制動機能
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強制制動
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非常停止ボタン

非常停止
ボタン主電源

非常停止ボ
タン制御盤
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安全監視モニタ
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ブレーカーを盤内に納める

曳引車上照明のリモートスイッチを取り付ける

曳引車下部に作業用、写真用の照明を取り付ける

200Vコンセントの増設

LANコンセントの設置

他

その他細かな使い勝手を向上
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制御系や運転操作盤が大水槽と同等になる

両者で互換性の高い自動運転システムが構築される

安全性、細かな使い勝手が向上される

中水槽曳引車が高度化 される

まとめ

中水槽での研究の発展に貢献される


